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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

＜業績の概況＞

 当第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年12月31日）における我が国経済は、雇用・所得環境

は改善傾向にあり、緩やかな回復基調が続いております。一方、中国を始めとするアジア諸国の景気の下振れに

より、国内景気を下押しするリスクがあり、今後の国内経済への影響が懸念されております。 

 当社グループを取り巻く事業環境では、引き続きスマートフォン・タブレット端末の普及拡大が進んでおり、

今までＩＴ投資が少なかった中小企業でも、スマートデバイスを活用することによって、大企業と同等の情報シ

ステムを利用することが可能になるなど、個人・法人ともにモバイルの情報通信端末の活用の場は広がっており

ます。また、情報通信事業者による新サービスの提供開始や、仮想移動体通信事業者（ＭＶＮＯ）の参入など、

市場環境はさらに活発になっていくことが期待されています。 

 このような事業環境のもと、当社グループは、将来に向けたさらなる収益力向上を目指し、システム事業基盤

の構築や、サービスの拡充等の積極的な先行投資を行いながら、顧客ニーズにお応えする総合的なソリューショ

ン提案を行える体制を構築してまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は2,466百万円（前年同期比22.8％減）となり、営業損失11

百万円（前年同期は営業利益240百万円）、経常損失43百万円（前年同期は経常利益205百万円）、親会社株主に

帰属する四半期純損失422百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益298百万円）となりました。 

セグメント別の業績は次のとおりであります。なお、前連結会計年度までメディア事業としてホテル業界に特

化した予約サイトの運営や広告サービスの提供を行っておりましたが、株式会社ベストリザーブの株式を一部譲

渡したことに伴い、撤退しております。 

①システム事業

システム事業セグメントは、飲食事業者向けのASPサービスや、スマートフォン・タブレット端末を利用した

POSシステムの販売、セルフオーダーシステムの販売など、店舗の運営をサポートするソリューション提案を行

っております。 

 当第３四半期連結累計期間においては、将来に向けたさらなる収益力向上を目指し、システム事業基盤の構築

や、サービスの拡充等の積極的な投資を行いながら、顧客満足度を向上させるべく、総合的なソリューション提

案を行える体制を構築してまいりました。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は819百万円（前年同期比34.8％増）、セグメント損失は18百

万円（前年同期はセグメント損失79百万円）となりました。 

②直販事業

直販事業セグメントは、主にスマートフォンを中心とした携帯電話端末や周辺機器・モバイルデータ通信端末

の販売を行っております。 

 当第３四半期連結累計期間においては、市場環境の変化により販売手数料は減少いたしました。これを受け、

事業規模に見合った人員配置、従業員一人当たりの生産性の向上、諸経費の削減等を進めることで経営資源を効

率的に運用すると同時に、新規販売網の開拓など将来収益増加のための取組みを行っております。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,648百万円（前年同期比33.7％減）、セグメント利益は89

百万円（前年同期比77.5％減）となりました。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報

（総資産、負債及び純資産の状況）

前連結会計年度末 当第３四半期連結会計期間末 増減

百万円 百万円 百万円

総資産 2,408 1,449 △958

負債 1,532 990 △542

純資産 875 459 △416

 総資産は、主に売掛金及びのれんの減少により、前連結会計年度末に比べて958百万円減少し、1,449百万円と

なりました。

 負債は、主に買掛金及び未払金の減少により、前連結会計年度末に比べて542百万円減少し、990百万円となり

ました。

 純資産は、主に親会社株主に帰属する四半期純損失422百万円を計上したことにより、前連結会計年度末に比

べて416百万円減少し、459百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する定性的情報

平成28年度３月期の通期業績予想については、平成27年11月12日に公表いたしました業績予想から変更はあり

ません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。

 また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取

得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変

更しております。 

 加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結

財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(3)、連結会計基準第44－５項(3)及び事

業分離等会計基準第57－４項(3)に定める経過的な取扱いに従っており、過去の期間のすべてに新たな会計方針

を遡及適用した場合の第１四半期連結会計期間の期首時点の累積的影響額を資本剰余金及び利益剰余金に加減し

ております。 

 この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、のれん0百万円及び資本剰余金10百万円が減少するとと

もに、利益剰余金が9百万円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税

金等調整前四半期純損失はそれぞれ0百万円減少しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円） 

前連結会計年度 
(平成27年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成27年12月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 726 614 

売掛金 828 499 

たな卸資産 84 44 

その他 111 150 

貸倒引当金 △7 △6

流動資産合計 1,743 1,301 

固定資産 

有形固定資産 114 20 

無形固定資産 

のれん 334 18 

ソフトウエア 81 35 

その他 2 1 

無形固定資産合計 418 56 

投資その他の資産 

投資有価証券 29 8 

その他 127 86 

貸倒引当金 △24 △23

投資その他の資産合計 132 71 

固定資産合計 664 147 

資産合計 2,408 1,449 

負債の部 

流動負債 

買掛金 342 226 

短期借入金 50 50 

1年内返済予定の長期借入金 117 99 

未払金 428 297 

未払法人税等 48 5 

賞与引当金 3 7 

役員賞与引当金 0 0 

その他 204 64 

流動負債合計 1,194 750 

固定負債 

長期借入金 291 221 

その他 45 17 

固定負債合計 337 239 

負債合計 1,532 990 

純資産の部 

株主資本 

資本金 1,454 100 

資本剰余金 2,310 757 

利益剰余金 △2,902 △418

自己株式 △0 △0

株主資本合計 862 438 

新株予約権 - 8 

非支配株主持分 13 12 

純資産合計 875 459 

負債純資産合計 2,408 1,449 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

（単位：百万円） 

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
至 平成27年12月31日) 

売上高 3,195 2,466 

売上原価 1,764 1,521 

売上総利益 1,431 945 

販売費及び一般管理費 1,190 956 

営業利益又は営業損失（△） 240 △11

営業外収益 

その他 3 0 

営業外収益合計 3 0 

営業外費用 

支払利息 18 9 

持分法による投資損失 15 20 

その他 4 2 

営業外費用合計 38 32 

経常利益又は経常損失（△） 205 △43

特別利益 

子会社株式売却益 150 － 

特別利益合計 150 － 

特別損失 

のれん償却額 － 271 

減損損失 － 75 

その他 － 23 

特別損失合計 － 370 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
355 △414

法人税、住民税及び事業税 56 8 

法人税等合計 56 8 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 299 △422

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
298 △422
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

（単位：百万円） 

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
至 平成27年12月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 299 △422

四半期包括利益 299 △422

（内訳） 

親会社株主に係る四半期包括利益 298 △422

非支配株主に係る四半期包括利益 0 0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円） 

報告セグメント 
調整額 
（注）1 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）2 

システム
事業

メディア
事業

直販 
事業 

計 

売上高 

外部顧客への
売上高 607 102 2,485 3,195 － 3,195 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ 0 0 0 △0 － 

計 607 102 2,485 3,195 △0 3,195 

セグメント利益
又は損失（△）

△79 △0 397 318 △77 240 

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額△77百万円は、各セグメントに配分していない全社費用

△77百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

 第２四半期連結会計期間にアスカティースリー株式会社を連結の範囲に含めたことにより、前連結会計

年度の末日に比べ、当第３四半期連結会計期間の報告セグメントの資産の金額は、システム事業におい

て、852百万円増加しております。 
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円） 

報告セグメント 
調整額 
（注）1 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）2 

システム
事業

直販 
事業 

計 

売上高 

外部顧客への
売上高 819 1,647 2,466 - 2,466 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

0 0 0 △0 - 

計 819 1,648 2,467 △0 2,466 

セグメント利益
又は損失（△）

△18 89 71 △82 △11

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額△82百万円は、各セグメントに配分していない全社費用

△82百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する情報 

 前連結会計年度までメディア事業としてホテル業界に特化した予約サイトの運営や広告サービスの提供

を行っておりましたが、連結子会社であった株式会社ベストリザーブの株式を一部譲渡したことに伴い、

撤退しております。 

３．報告セグメントの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

システム事業セグメントにおいて、連結子会社の固定資産の減損損失を計上しております。なお、当第

３四半期連結累計期間における当該減損損失の計上額は75百万円であります。 

（のれんの金額の重要な変動） 

システム事業セグメントにおいて、子会社への投資に係るのれんを償却(特別損失)したことにより、の

れんの金額が271百万円減少しております。 
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